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１２
月
８
日
（
日
）
、
土
佐
西
南
大
規
模

公
園
体
育
館
周
辺
で
「
く
ろ
し
お
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催

さ
れ
、
約
１
８
０
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
同
イ
ベ
ン
ト
は
、「
町
内
で
活
躍
す

る
団
体
や
サ
ー
ク
ル
の
活
動
に
興
味
・

関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
に
参
加
す
る
き
っ
か
け
に
な
っ

て
ほ
し
い
」
と
町
社
会
福
祉
協
議
会
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
「
見
る
・

知
る
・
つ
な
が
る
・
や
っ
て
み
る
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
主
催
し
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
各
団
体
の
活
動
紹
介
の

パ
ネ
ル
展
示
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
で
き
る

コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
用
意
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
大
方
高
校
に
よ
る
防
災
に
関
す

る
発
表
や
同
日
開
催
の
「
海
辺
の
日
曜

市
」
の
会
場
で
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
錦
野
地
区
か
ら
訪
れ
た
女
性
は
、「
い

ろ
い
ろ
な
体

験
が
で
き
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
つ
い
て

知
る
良
い
き

っ
か
け
に
な

っ
た
」
と
話

し
ま
し
た
。

　
１１
月
３０
日
（
土
）
、
上
川
口
小
学
校
で

「
上
川
口
マ
ル
シ
ェ
」
が
開
催
さ
れ
、
多

く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
同
マ
ル
シ
ェ
は
、
同
小
学
校
の
６
年

生
が
「
上
川
口
を
元
気
で
賑
や
か
に
盛

り
上
げ
、
地
域
の
人
と
笑
顔
で
交
流
し

た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
企
画
し
、
出

店
者
の
募
集
や
チ
ラ
シ
の
作
成
な
ど
準

備
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
町
内
外
の
企
業
や
個
人
な
ど

４５
店
が
集
ま
り
、
同
小
学
校
の
１
年
生

か
ら
５
年
生
も
参
加
し
、
自
分
た
ち
が

作
っ
た
野
菜
や
作
品
を
販
売
し
マ
ル
シ

ェ
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
６
年

生
は
ラ
ン
チ
プ
レ
ー
ト
を
提
供
す
る
カ

フ
ェ
を
出
店
し
、
多
く
の
人
が
列
を
な

し
て
い
ま
し
た
。

　
６
年
生
の
塩
田
愛
美
さ
ん
は
、「
大

変
な
こ
と
も
あ
っ
た
け
ど
、
自
分
た
ち

が
時
間
を
か
け
て
準
備
し
た
マ
ル
シ
ェ

に
た
く
さ
ん
の
人
が
来
て
く
れ
て
、
大

き
な
イ
ベ
ン

ト
に
な
っ
て

良
か
っ
た
。

こ
れ
か
ら
も

続
い
た
ら
嬉

し
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

まちのできごとまちのできごとまちのできごと

く
ろ
し
お
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

まちのできごとまちのできごとまちのできごと

説明をする大方高校生（中央）

スポーツを体験する子どもたち

笑顔で野菜を売り込む児童ら

大
高
生
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
留
学
生
と
防
災
交
流

　
大
方
高
等
学
校
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

大
学
生
と
交
流
を
行
う
「
防
災
イ
ン
グ

リ
ッ
シ
ュ
ツ
ア
ー
」
が
１２
月
８
日（
日
）、

町
内
で
行
わ
れ
、
町
の
防
災
に
関
す
る

取
組
の
紹
介
や
視
察
な
ど
に
よ
り
交
流

が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
高
知
大
学
と
大
方

高
等
学
校
が
連
携
し
実
施
さ
れ
た
も
の

で
、
同
大
学
へ
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
留

学
中
の
学
生
４
名
と
教
員
ら
が
町
を
訪

れ
、
高
校
生
と
と
も
に
町
の
防
災
活
動

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
一
行
は
２
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
安

政
津
波
の
碑
や
世
界
津
波
の
日
サ
ミ
ッ

ト
の
記
念
碑
、
町
地
区
の
津
波
避
難
タ

ワ
ー
な
ど
を
見
学
し
、
京
都
大
学
が
考

案
し
た
避
難
訓
練
用
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
ア
プ
リ
「
逃
げ
ト
レ
」
を
使
用
し
役

場
本
庁
舎
ま
で
の
避
難
を
体
験
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
役
場
担
当
職
員
や
高
校

生
か
ら
防
災
に
関
す
る
町
の
取
組
に
つ

い
て
紹
介
が
あ
り
、

留
学
生
か
ら
は

「
犠
牲
者
ゼ
ロ

に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
る
様

子
が
よ
く
わ
か

っ
た
」
と
感
想

が
あ
り
ま
し
た
。

天日塩作りを体験する学生ら

上
川
口
マ
ル
シ
ェ

　
「
日
中
植
林
・
植
樹
国
際
連
帯
事
業
」

の
一
環
と
し
て
１１
月
２６
日
（
火
）
、
中
国

の
大
学
生
が
町
で
防
災
プ
ロ
グ
ラ
ム
や

天
日
塩
作
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
同
事
業
は
、
中
国
の
大
学
生
が
日
本

で
植
樹
活
動
や
環
境
保
護
・
防
災
活
動

に
関
し
て
学
び
、
意
識
の
啓
発
を
図
る

と
と
も
に
、
日
本
の
大
学
生
や
住
民
と

の
交
流
を
通
し
、
友
好
都
市
間
や
日
中

の
青
年
の
友
好
促
進
を
目
的
に
公
益
財

団
法
人
日
中
友
好
会
館
な
ど
が
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
来
町
し
た
の
は
、
高
知
県
と
友
好
関

係
に
あ
る
安
徽
省
の
学
生
ら
５０
名
で
、

町
の
防
災
の
取
組
の
説
明
を
受
け
た
後
、

天
日
塩
作
り
と
防
災
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
の
２
班
に
分
か
れ
体
験
し
ま
し
た
。

　
安
徽
医
科
大
学
３
年
生
の
王
俊
さ
ん

は
、「
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
と
い

う
考
え
方
に
賛
成
し
た
い
。
私
た
ち
の

地
区
は
揚
子
江

に
近
く
洪
水
な

ど
の
被
害
が
あ

る
の
で
、
防
災

意
識
を
高
め
る

こ
と
が
必
要
だ

と
思
う
」
と
話

し
ま
し
た
。

中
国
の
大
学
生
が
黒
潮
町
で
研
修

ワ
ン
ジ
ュ
ン

あ

あ
ん

き

み


